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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第２四半期連結
累計期間

第57期
第２四半期連結

累計期間
第56期

会計期間
自平成25年３月１日
至平成25年８月31日

自平成26年３月１日
至平成26年８月31日

自平成25年３月１日
至平成26年２月28日

売上高 （千円） 8,611,280 9,858,357 18,475,518

経常利益 （千円） 530,829 414,319 1,162,204

四半期（当期）純利益 （千円） 344,449 325,505 821,961

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,108,969 296,328 1,943,009

純資産額 （千円） 14,755,219 16,456,170 15,542,738

総資産額 （千円） 20,840,543 22,737,742 21,481,753

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 18.32 17.30 43.70

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 18.18 17.27 43.43

自己資本比率 （％） 64.8 63.8 66.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 1,048,398 747,632 1,972,930

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △479,671 △593,043 △952,678

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 71,603 171,766 △623,589

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,839,852 3,950,574 3,667,944

 

回次
第56期

第２四半期連結
会計期間

第57期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自平成25年６月１日
至平成25年８月31日

自平成26年６月１日
至平成26年８月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.94 8.01

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、セグメント区分ごとの主要な関係会社の異動は次のとおりであります。

（アジア）

第１四半期連結会計期間において、従来、持分法適用の範囲に含めておりましたエフエスケータイランド株式会社

の発行済株式の15.9％を追加取得したことにともない連結子会社に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国経済については順調な回復が継続しており、欧州経済に

ついては回復に力強さが見られないものの、次第に上向きの動きが定着してまいりました。

一方、中国や新興国では成長率の鈍化が見られ、世界経済全体で先行き不透明な状況となっております。

わが国経済におきましては、政治主導による経済政策を背景として全体としては緩やかな回復基調が続いてい

るものの、消費税増税や原材料価格の上昇などの影響による景気の下振れも懸念されております。

当社グループの主要な取引先であります自動車産業界におきましては、生産の回復基調が鮮明となり、円安の

影響もあって業績は堅調に推移いたしましたが、生産活動は海外工場が中心となり国内での生産活動が低迷する

といった構造的な問題が、将来への懸念材料として依然残されております。

こうした環境のもと、当社グループといたしましては、グローバルな視点での生産・販売活動の強化を目指

し、特に経済発展の著しい東南アジア地域における重要拠点として、従来、持分法適用会社でありましたエフエ

スケータイランド株式会社を連結子会社化いたしました。

こうした組織の強化や取引先との取引深耕に努めた結果、売上高は98億５千８百万円（前年同四半期比14.5％

増）、営業利益３億４千７百万円（前年同四半期比26.7％増）、経常利益４億１千４百万円（前年同四半期比

21.9％減）、四半期純利益３億２千５百万円（前年同四半期比5.5％減）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

自動車産業界における国内生産は堅調に推移しており、設備投資についても海外工場向け等を中心に回復基調

で推移いたしました。

その結果、売上高は58億４千９百万円（前年同四半期比16.3％増）となり、セグメント利益は２億５千２百万

円（前年同四半期比328.6％増）となりました。

②アジア

自動車産業界における当地域向けの設備投資は引き続き底堅く、工具需要も堅調に推移しております。

その結果、売上高は24億７千３百万円（前年同四半期比21.7％増）となりました。

利益面につきましては、第１四半期連結会計期間から連結対象となったタイ子会社の業績を含めたことなどに

より、セグメント利益は９千９百万円（前年同四半期比35.0％減）となりました。

③北米・中米

自動車産業界における自動車生産の回復を受け、工具の需要が増加しており、売上高は８億２百万円（前年同

四半期比3.2％増）となりました。

利益面につきましては、メキシコ子会社において原価率が上昇したことなどにより、セグメント利益は２千５

百万円（前年同四半期比71.0％減）となりました。

④オセアニア

当地域において販売しております住宅用断熱資材、バブルバック製品につきましては、豪ドル高による国内製

品の競争力低下により販売が回復せず、売上高は５億６千７百万円（前年同四半期比5.6％減）となりました。

利益面につきましては、売上原価の削減に努めたものの利益が出る状況までには至らず、３千９百万円のセグ

メント損失（前年同四半期は４千８百万円のセグメント損失）となりました。

⑤その他

当地域におきましては、売上高は１億６千４百万円（前年同四半期比1.8％減）、セグメント損失は１千１百万

円（前年同四半期は０百万円のセグメント利益）となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末と比較して、総資産は12億５千５百万円増加し

て227億３千７百万円となりました。

これは主に、現金及び預金４億１千４百万円、受取手形及び売掛金４億２千５百万円、建物及び構築物１億３

千８百万円、機械装置及び運搬具２億９千９百万円がそれぞれ増加したものの、投資有価証券１億５千２百万円

が減少したことなどによるものであります

負債は前連結会計年度末と比較して、３億４千２百万円増加して62億８千１百万円となりました。

これは主に、１年内返済予定の長期借入金２億１千５百万円、賞与引当金５千４百万円がそれぞれ増加したこ

となどによるものであります。

純資産は前連結会計年度末と比較して、９億１千３百万円増加して164億５千６百万円となりました。

これは主に利益剰余金２億６千９百万円、少数株主持分６億２千５百万円がそれぞれ増加したことなどによる

ものであります。

なお、当第２四半期連結会計期間の自己資本比率は63.8％となっております。

 

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結

会計年度末と比較して、２億８千２百万円増加し、39億５千万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は７億４千７百万円（前年同四半期比28.7％減）となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益４億１千２百万円、減価償却費４億８千６百万円、売上債権の増加額

３億３千６百万円、仕入債務の減少額１億６千７百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は５億９千３百万円（前年同四半期比23.6％増）となりました。

これは主に、有価証券の取得による支出４億７千２百万円、有形固定資産の取得による支出３億５千８百万円

などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、得られた資金は１億７千１百万円（前年同四半期比139.9％増）となりました。

これは主に、長期借入れによる収入５億円、長期借入金の返済による支出２億７千９百万円などによるもので

あります。

 

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は４千３百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6)　従業員数

当第２四半期連結累計期間において、エフエスケータイランド株式会社を連結子会社に含めたことにより、

「アジア」セグメントの従業員数が113名増加しております。

 

(7)　生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売の実績について著しい変動はありません。

 

(8)　主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び前連結会計年度末における計画の著しい変

更はありません。

EDINET提出書類

富士精工株式会社(E01503)

四半期報告書

 4/19



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

 
②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末　
現在発行数（株）
（平成26年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年10月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 21,533,891 21,533,891
名古屋証券取引所

市場第二部

　単元株式数

　1,000株

計 21,533,891 21,533,891 － －

 
 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年６月１日～

平成26年８月31日
－ 21,533,891 － 2,882,016 － 4,132,557

 
 

（６）【大株主の状況】

  平成26年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合(％)

株式会社ＣＪＶインターナショナル 愛知県名古屋市緑区大高町下塩田18番地 1,161 5.39

有限会社シーマックス 愛知県豊田市吉原町平子26番地 1,150 5.34

株式会社晃永 東京都品川区南大井６丁目17番１号 1,050 4.88

森　誠 愛知県豊田市 996 4.63

富士精工従業員持株会 愛知県豊田市吉原町平子26番地 715 3.32

株式会社大垣共立銀行 岐阜県大垣市郭町３丁目98番地 558 2.60

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 461 2.14

森　仁志 愛知県豊田市 431 2.00

三菱マテリアル株式会社 東京都千代田区大手町１丁目３番２号 386 1.80

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目13番１号 313 1.45

計 － 7,223 33.54

 
　（注）上記以外に当社所有の自己株式2,716千株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合12.61％）があります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　 2,716,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　18,631,000 18,631 －

単元未満株式 普通株式　　 186,891 － －

発行済株式総数 21,533,891 － －

総株主の議決権 － 18,631 －

 
　（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式465株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年８月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

富士精工株式会社
愛知県豊田市吉原町

平子26番地
2,716,000 － 2,716,000 12.61

計 － 2,716,000 － 2,716,000 12.61

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年６月１日から平

成26年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年３月１日から平成26年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年２月28日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,822,640 3,237,625

受取手形及び売掛金 5,001,149 5,426,647

有価証券 845,303 870,395

商品及び製品 1,669,281 1,467,779

仕掛品 379,071 441,421

原材料及び貯蔵品 383,190 390,488

繰延税金資産 115,195 154,989

その他 167,891 185,001

貸倒引当金 △21,874 △25,284

流動資産合計 11,361,850 12,149,064

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,627,530 2,766,486

機械装置及び運搬具（純額） 3,029,558 3,328,917

土地 1,389,565 1,430,426

建設仮勘定 105,611 114,263

その他（純額） 161,226 264,232

有形固定資産合計 7,313,492 7,904,325

無形固定資産 216,112 229,404

投資その他の資産   

投資有価証券 2,450,303 2,297,774

長期貸付金 2,338 1,994

繰延税金資産 57,696 60,814

その他 114,936 129,340

貸倒引当金 △34,976 △34,976

投資その他の資産合計 2,590,298 2,454,946

固定資産合計 10,119,903 10,588,677

資産合計 21,481,753 22,737,742
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年２月28日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年８月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,300,572 1,164,598

短期借入金 547,749 557,660

1年内返済予定の長期借入金 318,456 533,472

未払法人税等 115,251 86,464

賞与引当金 126,893 181,776

その他 1,020,864 1,187,272

流動負債合計 3,429,788 3,711,243

固定負債   

長期借入金 671,861 667,372

繰延税金負債 79,604 118,666

退職給付引当金 1,542,720 1,567,751

その他 215,039 216,537

固定負債合計 2,509,226 2,570,327

負債合計 5,939,014 6,281,571

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,882,016 2,882,016

資本剰余金 4,164,398 4,164,398

利益剰余金 7,347,049 7,616,096

自己株式 △746,532 △747,110

株主資本合計 13,646,931 13,915,399

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 327,100 414,584

為替換算調整勘定 250,922 174,551

その他の包括利益累計額合計 578,023 589,136

新株予約権 31,161 39,190

少数株主持分 1,286,622 1,912,443

純資産合計 15,542,738 16,456,170

負債純資産合計 21,481,753 22,737,742
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年８月31日)

売上高 8,611,280 9,858,357

売上原価 6,757,316 7,752,895

売上総利益 1,853,963 2,105,461

販売費及び一般管理費 ※ 1,579,392 ※ 1,757,556

営業利益 274,571 347,905

営業外収益   

受取利息 14,097 19,544

受取配当金 9,491 10,664

持分法による投資利益 55,473 28,725

為替差益 118,521 －

その他 79,596 51,853

営業外収益合計 277,180 110,787

営業外費用   

支払利息 13,612 8,488

売上割引 4,346 2,219

為替差損 － 18,321

その他 2,963 15,344

営業外費用合計 20,922 44,373

経常利益 530,829 414,319

特別利益   

固定資産売却益 2,992 3,543

投資有価証券売却益 3,250 －

段階取得に係る差益 － 11,989

特別利益合計 6,243 15,533

特別損失   

固定資産除売却損 4,469 16,939

特別損失合計 4,469 16,939

税金等調整前四半期純利益 532,603 412,913

法人税、住民税及び事業税 102,850 96,200

法人税等調整額 9,532 △21,914

法人税等合計 112,383 74,286

少数株主損益調整前四半期純利益 420,219 338,627

少数株主利益 75,769 13,121

四半期純利益 344,449 325,505
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 420,219 338,627

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 52,379 87,935

為替換算調整勘定 486,230 △135,759

持分法適用会社に対する持分相当額 150,139 5,525

その他の包括利益合計 688,749 △42,299

四半期包括利益 1,108,969 296,328

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 892,765 336,618

少数株主に係る四半期包括利益 216,204 △40,289
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 532,603 412,913

減価償却費 453,858 486,836

持分法による投資損益（△は益） △55,473 △28,725

退職給付引当金の増減額（△は減少） △18,233 25,665

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △13,890 △6,660

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,343 54,882

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,183 4,037

受取利息及び受取配当金 △23,588 △30,209

支払利息 13,612 8,488

有形固定資産除売却損益（△は益） 1,476 13,395

投資有価証券評価損益（△は益） △3,250 －

段階取得に係る差益 － △11,989

売上債権の増減額（△は増加） 518,396 △336,167

たな卸資産の増減額（△は増加） △54,715 200,668

仕入債務の増減額（△は減少） △62,992 △167,535

その他 △205,620 174,139

小計 1,089,343 799,741

利息及び配当金の受取額 66,004 64,021

利息の支払額 △13,287 △8,471

法人税等の支払額 △93,662 △107,660

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,048,398 747,632

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △103,526 △472,521

有価証券の売却による収入 6,689 219,210

有形固定資産の取得による支出 △424,557 △358,288

有形固定資産の売却による収入 3,095 10,816

貸付けによる支出 △471 △229

貸付金の回収による収入 1,135 728

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
－ 43,337

その他 37,962 △36,096

投資活動によるキャッシュ・フロー △479,671 △593,043

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 16,664

長期借入れによる収入 400,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △271,033 △279,236

自己株式の売却による収入 6,150 －

自己株式の取得による支出 △594 △577

配当金の支払額 △56,697 △56,876

少数株主への配当金の支払額 △861 △1,276

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △5,358 △6,929

財務活動によるキャッシュ・フロー 71,603 171,766

現金及び現金同等物に係る換算差額 140,546 △43,725

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 780,877 282,630

現金及び現金同等物の期首残高 3,058,974 3,667,944

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,839,852 ※ 3,950,574
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1) 連結の範囲の重要な変更

エフエスケータイランド株式会社は、株式の追加取得により連結子会社となったため、第１四半期連結会計

期間より連結の範囲に含めております。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

エフエスケータイランド株式会社は、株式の追加取得により連結子会社となったため、第１四半期連結会計

期間より持分法適用の範囲から除外しております。

 

（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの）

該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年３月１日

　　至 平成25年８月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年３月１日

　　至 平成26年８月31日）

役員報酬 78,028千円 81,460千円

給料手当 663,763 759,153

賞与引当金繰入額 30,931 47,298

退職給付費用 38,069 38,969

減価償却費 57,663 61,993

研究開発費 42,677 43,626

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年３月１日
至 平成25年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年３月１日
至 平成26年８月31日）

現金及び預金勘定 3,049,182千円 3,237,625千円

有価証券（ＭＭＦ等） 790,669 712,948

現金及び現金同等物 3,839,852 3,950,574
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年８月31日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月22日
定時株主総会

普通株式  56,379 ３ 平成25年２月28日 平成25年５月23日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月11日
取締役会

普通株式 56,447 ３ 平成25年８月31日 平成25年11月12日 利益剰余金

 

３．株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年８月31日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月22日
定時株主総会

普通株式 56,459 ３ 平成26年２月28日 平成26年５月23日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月15日
取締役会

普通株式 56,452 ３ 平成26年８月31日 平成26年11月17日 利益剰余金

 

３．株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成25年３月１日　至平成25年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 日本 アジア 北米・中米 オセアニア 計

売上高          

外部顧客への

売上高
5,031,182 2,033,134 777,776 601,257 8,443,349 167,930 8,611,280 － 8,611,280

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

842,109 332,459 899 － 1,175,467 1,952 1,177,420 △1,177,420 －

計 5,873,291 2,365,594 778,675 601,257 9,618,817 169,883 9,788,700 △1,177,420 8,611,280

セグメント利益

又は損失（△）
58,984 152,568 87,435 △48,773 250,215 889 251,105 23,466 274,571

 
(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州の現地法人の事業活動

であります。
　　 ２ セグメント利益又は損失(△)の調整額23,466千円は、セグメント間取引消去であります。

　　 ３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成26年３月１日　至平成26年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 日本 アジア 北米・中米 オセアニア 計

売上高          

外部顧客への

売上高
5,849,211 2,473,828 802,737 567,593 9,693,370 164,986 9,858,357 － 9,858,357

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

816,222 401,052 1,238 － 1,218,512 7,383 1,225,896 △1,225,896 －

計 6,665,433 2,874,880 803,975 567,593 10,911,883 172,369 11,084,253 △1,225,896 9,858,357

セグメント利益

又は損失（△）
252,806 99,104 25,324 △39,268 337,967 △11,181 326,785 21,119 347,905

 
(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州の現地法人の事業活動

であります。
　　 ２ セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　 ３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

第１四半期連結会計期間において、エフエスケータイランド株式会社の発行済株式を追加取得したこと
にともない、同社を新たに連結の範囲に含めたことによって、前連結会計年度の末日に比べて「アジア」
のセグメント資産が1,472,641千円増加しております。
 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（金融商品関係）

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありま

せん。

（有価証券関係）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありま

せん。

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎ならびに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年３月１日
至　平成26年８月31日）

(1)１株当たり四半期純利益金額 18円32銭 17円30銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 344,449 325,505

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 344,449 325,505

普通株式の期中平均株式数（千株） 18,799 18,818

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 18円18銭 17円27銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 142 33

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

平成25年５月22日定時株主総会

決議による平成25年７月13日発

行ストック・オプション（新株

予約権）普通株式566千株

──

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成26年10月15日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………56,452千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………３円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成26年11月17日

（注） 平成26年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年10月15日

富士精工株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 松本　千佳　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 澤田　吉孝　　印

 

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている富士精工株式会

社の平成26年３月１日から平成27年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年６月１日から平成

26年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年３月１日から平成26年８月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、富士精工株式会社及び連結子会社の平成26年８月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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